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　434，916
1，822，569
　244，895
　932，210
　890，369
　 06，6L1
2，429，180
　3S6，521
，288，731
1，140，449
ユ，106，401
3，535，581
　591，591
1，880，322
1，6S5，259
1，728，166
B，263，747
　871，081
2，フ51，403
2，612，344
2，621，410
7，886，157
1，318，870
4，070，273
3，814，884
3，398，36フ
ll，283，524
ユ，753，812
5，824，086
5，469，439
交付すべき額
と延払による
実際交付額は
第5表のとお
りである。
　倉敷市の財
政規模も第6
表に示すように拡大を続け歳入に対する税収の比率も60パーセントを越える
ようになっている。また倉敷市の市税収入に対する水島地区からの税収の比
率も第7表に示すように35年度は28パー．セントであったものが37年度からは
　　　　　　　　　　　　　　　一93一
　220
4Qパーセントを超えるようになっている。
　三菱石油と日本鉱業及び川崎製鉄の立地が実現し，三菱化成と旭化成の立
地が確実視された段階で，高橋は水島コンビナートの建設と操業により，増
加する税収が33力市町村の合併によって広域都市圏に拡散することに積極的
　　　　　　　　　　　　　　（25）に賛成することはできなかった。
　大原の庇護のもとに市長の座にある高僑は大原の気持を付度し，倉敷市の
財政を見通し，倉敷市民の天領意識を肌で感じ取れば，三木の大合併構想に
軽卒に賛同することはできない筈であった。　（文中敬称は省略した）
（25）生前高橋勇雄に会った時「何故百万都市に反対したのか」との筆者の問に対し
　　「そりゃあ，金の卵を取られたくなかったですからね」と答えた。
　　　　　　　　　　　　　　一94一
